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昭和57年 (1982年）から始まった高校生に対する「3ない運動（免許を取らない・バイクを買わない・バイクに乗らない）」は、推進者となっ
た全国高等学校PTA連合会（以下、全高P連）が平成24年 (2012年）に「自転車・バイク・歩行者のマナーアップ運動」へと転換し、事
実上の終結を迎えた。そして、公共交通機関の廃止など通学環境の変化もあり、高校生のバイク利用を見直そうという機運が高まっている。
今回は埼玉県、群馬県、栃木県の事例を紹介し、高校生のバイク利用に対する安全意識を醸成するための交通安全教育のあり方について探る。
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月
17
日
に
秩
父
自
動
車
学
校（
埼
玉
県
横
瀬
町
）

で
実
施
さ
れ
、
5
校
か
ら
23
名
が
参
加
し
た
。

今
回
、
こ
の
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
講
習
会
に
は
埼

玉
県
立
秩
父
農
工
科
学
高
等
学
校
か
ら
生
徒

7
名
が
参
加
し
て
い
る
。
同
校
で
は
こ
れ
に
加

え
、
一
昨
年
か
ら
埼
玉
県
二
輪
車
普
及
安
全
協

会
（
以
下
、
埼
玉
県
二
普
協
）
に
よ
る
実
技
指

導
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
同
校
生
徒
指
導
の
今

井
教
夫
教
諭
は
「
1
年
生
の
8
月
以
降
に
免
許

を
取
得
し
て
原
付
で
通
学
を
始
め
る
生
徒
は
2

年
生
の
7
月
ま
で
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
講
習
会
を
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
教
育
委
員
会
に
相
談

し
た
と
こ
ろ
、
埼
玉
県
二
普
協
の
協
力
が
得
ら

れ
、
実
技
指
導
を
実
施
し
て
も
ら
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
繰
り
返
し
受
講
す
る
こ
と
は
効

果
が
あ
る
の
で
、
既
に
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
講
習
会

に
参
加
し
て
い
る
2
、
3
年
生
に
も
受
講
を
促

し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

昨
年
12
月
19
日
、
埼
玉
県
二
普
協
が
秩
父
中

央
自
動
車
学
校
（
埼
玉
県
秩
父
市
）
で
開
催
し

た「
秩
父
農
工
科
学
高
等
学
校
原
付
実
技
指
導
」

に
は
生
徒
24
名
が
参
加
。
二
輪
車
安
全
運
転
指

導
員
の
も
と
で
、
ブ
レ
ー
キ
ン
グ
や
バ
ラ

ン
ス
、
コ
ー
ナ
リ
ン
グ
と
い
っ
た
実
技

課
題
に
取
り
組
ん
だ
（
２
面
写
真
参
照
）。

最
後
に
、埼
玉
県
二
普
協
の
田
島
和
雄

会
長
が
「
今
日
は
実
技
体
験
を
通
じ
て
、

バ
イ
ク
の
特
性
と
自
分
の
運
転
技
術
が

把
握
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
自
分
自
身

の
技
量
に
見
合
っ
た
運
転
を
し
て
、
交

通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
心
が
け
て

ほ
し
い
」
と
挨
拶
し
て
終
了
し
た
。

1
年
生
の
女
子
生
徒
は
「
昨
年
8
月

に
免
許
を
取
得
し
、
9
月
か
ら
原
付
で
の
通
学

を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
実
技
講
習
は
初

め
て
で
す
。
前
後
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
レ
ー
キ
に
役

割
と
特
性
が
あ
る
こ
と
が
印
象
に
残
り
ま
し

た
。
今
ま
で
は
無
意
識
に
ブ
レ
ー
キ
を
使
っ
て

い
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
丁
寧
な
操
作
を
し
た

い
」
と
感
想
を
語
っ
た
。「
実
技
指
導
を
担
当

す
る
方
々
は
バ
イ
ク
が
好
き
で
詳
し
い
方
ば
か

り
な
の
で
、
バ
イ
ク
を
大
切
に
取
り
扱
っ
て
安

全
に
乗
る
と
い
う
こ
と
の
大
切
さ
が
生
徒
に
も

伝
わ
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
実
技
指
導
の

機
会
が
増
え
る
の
は
、
あ
り
が
た
い
の
で
、
今

後
も
継
続
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
」と
、

埼
玉
県
教
育
委
員
会
は
昭
和
56
年
に
「
自
動

二
輪
等
に
よ
る
事
故
・
暴
走
行
為
等
防
止
指
導

要
項
」
を
定
め
た
。
こ
の
指
導
要
項
の
趣
旨
に

記
さ
れ
て
い
る「
高
校
生
活
に
バ
イ
ク
は
不
要
」

と
い
う
方
針
の
も
と
、
埼
玉
県
内
の
公
立
高
校

で
は
「
3
な
い
運
動
」
を
推
進
し
て
お
り
、
全

日
制
高
校
の
98
％
が
校
則
で
免
許
取
得
や
バ
イ

ク
の
乗
車
を
禁
じ
て
い
る
。
た
だ
し
、
秩
父
地

方
な
ど
山
間
部
の
高
校
に
通
う
生
徒
に
つ
い
て

は
、一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
二
輪
車
（
原
付
）

の
免
許
取
得
と
通
学
利
用
が
認
め
ら
れ
る
。
こ

う
し
た
生
徒
を
対
象
に
二
輪
車
乗
車
に
必
要
な

技
能
や
交
通
安
全
に
対
す
る
望
ま
し
い
態
度
を

育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
埼
玉
県
教
育

委
員
会
で
は
「
高
等
学
校
二
輪
車
マ
ナ
ー
ア
ッ

プ
講
習
会
（
以
下
、
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
講
習
会
）」

を
年
1
回
開
催
し
て
い
る
。
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

講
習
会
で
は
、
新
た
に

二
輪
車
通
学
を
許
可
さ

れ
た
公
立
高
等
学
校
の

生
徒
に
対
し
て
、
二
輪

車
安
全
運
転
指
導
員
に

よ
る
実
技
と
、
埼
玉
県

警
察
本
部
交
通
企
画
課

に
よ
る
講
義
が
行
わ
れ

る
。
平
成
28
年
度
は
7

特集

高校生
への

二輪車
教育

埼玉県
の
場合

高
校
生
の

バ
イ
ク
利
用
の

見
直
し
を
開
始

埼玉県教育委員会が主催する高等学校二輪車マナーアップ講習会



県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
で
生
徒
だ
け
で
な
く
、

交
通
安
全
を
担
当
す
る
教
員
を
集
め
て
の
講
習

会
を
計
画
し
て
い
る
。
群
馬
県
交
通
安
全
協
会

と
群
馬
県
二
輪
車
安
全
運
転
指
導
員
協
議
会

も
、
こ
れ
に
協
力
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

安
全
運
転
講
習
会
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
務

め
て
い
る
群
馬
県
二
輪
車
安
全
運
転
指
導
員
協

議
会
会
長
の
長
谷
川
俊
幸
さ
ん
（
長
谷
川
輪
業

商
会
代
表
）
は
「
バ
イ
ク
を
運
転
し
た
こ
と
が

あ
る
先
生
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
7
月
に
予
定
し
て
い
る
講
習
会
で
は
で

き
る
だ
け
多
く
の
先
生
方
に
バ
イ
ク
の
運
転
を

体
験
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
バ
イ
ク

の
特
性
や
、
バ
イ
ク
か
ら
ク
ル
マ
は
ど
う
見
え

る
の
か
体
験
を
通
じ
て
知
っ
て
お
く
こ
と
は
今

後
、
原
付
で
通
学
す
る
生
徒
を
指
導
し
て
い
く

上
で
役
立
つ
は
ず
で
す
」
と
、
生
徒
だ
け
で
な

く
教
員
側
に
も
バ
イ
ク
の
安
全
運
転
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
だ
と
指
摘

す
る
。

栃
木
県
で
は
、「
3
な
い
運
動
」
の
趣
旨
に

賛
同
す
る
一
方
で
、高
校
生
の
二
輪
車
（
原
付
）

の
通
学
利
用
に
つ
い
て
は
、
各
学
校
長
の
判
断

に
委
ね
て
い
る
。
そ
し
て
、
通
学
を
許
可
さ
れ

た
生
徒
は
、
原
則
と
し
て
栃
木
県
交
通
安
全
協

今
井
教
諭
は
埼
玉
県
二
普
協
に
よ
る
実
技
指
導

を
評
価
す
る
。

「
3
な
い
運
動
」
を
堅
持
し
て
き
た
埼
玉
県

だ
が
、
昨
年
、
高
校
生
の
バ
イ
ク
利
用
見
直
し

の
議
論
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。「
高
校
生
の
自

動
二
輪
車
等
の
交
通
安
全
に
関
す
る
検
討
委
員

会
」
を
設
置
し
、
12
月
21
日
に
第
1
回
の
会
議

を
開
催
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
会
議
に
は
日
本

大
学
理
工
学
部
助
教
の
稲
垣
具
志
さ
ん
を
は
じ

め
、
埼
玉
県
高
等
学
校
P
T
A
連
合
会
や
埼

玉
県
高
等
学
校
長
協
会
、（
一
社
）
埼
玉
県
指

定
自
動
車
教
習
所
協
会
、
埼
玉
県
二
輪
車
普
及

安
全
協
会
、（
一
社
）
日
本
自
動
車
工
業
会
な

ど
か
ら
18
名
が
委
員
と
し
て
参
加
。
会
議
に
先

立
ち
、
埼
玉
県
教
育
委
員
会
の
関
根
郁
夫
教
育

長
は
「
指
導
要
項
を
定
め
て
35
年
が
経
過
し
ま

し
た
。
そ
の
間
、
交
通
網
が
発
展
し
、
選
挙
権

年
齢
も
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
な
ど
、

高
校
生
を
取
り
巻
く
社
会
状
況
も
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。
高
校
生
自
身
が
、
主
権
者
と
し

て
主
体
的
に
考
え
て
判
断
す
る
力
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
今
の
時
代
の
流
れ
で
す
。
こ
れ
を
ふ

ま
え
、
高
校
生
の
交
通
安
全
教
育
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
、
議
論
を
深
め
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
し

た
。委

員
会
で
は
、「
昭
和
56
年
に
策
定
さ
れ
た

指
導
要
項
の
継
続
運
用
」
を
含
め
、「
校
長
が

必
要
と
認
め
れ
ば
許
可
す
る
」「
指
導
要
項
を

廃
止
し
て
自
転
車
、
自
動
二
輪
車
等
を
含
め
た

交
通
安
全
教
育
を
推
進
す
る
」
な
ど
7
つ
の

方
向
性
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
と

デ
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
解
消
す
る
た
め

の
対
応
策
な
ど
を
検
討
し
た
上
で
、
見
直
し
方

針
案
を
ま
と
め
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
第
2
回

目
の
委
員
会
は
3
月
21
日
に
開
催
さ
れ
る
予
定

で
、
今
後
の
動
向
が
注
目
を
集
め
そ
う
だ
。

「
3
な
い
運
動
」
を
見
直
し
、
新
し
い
方
針

へ
転
換
し
た
の
が
群
馬
県
で
あ
る
。
同
県
は
全

高
P
連
の
要
請
を
受
け
、
昭
和
57
年
か
ら
県

全
体
で
「
3
な
い
運
動
」
を
推
進
し
て
い
た
が
、

「
3
な
い
運
動
」
に
よ
っ
て
高
校
生
を
交
通
社

会
か
ら
遠
ざ
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

声
が
高
ま
っ
て
い
た
。
平
成
26
年
3
月
、
群
馬

県
議
会
に
交
通
安
全
対
策
特
別
委
員
会
が
設
置

さ
れ
、
同
年
12
月
に
群
馬
県
交
通
安
全
条
例
を

制
定
し
た
こ
と
に
合
わ
せ
、「
群
馬
県
の
交
通

安
全
対
策
に
関
す
る
決
議
」
を
採
択
し
、
そ
の

決
議
文
の
中
に
高
校
生
の
免
許
取
得
に
つ
い
て

明
記
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
「
運
転
免

許
の
取
得
は
、
関
係
す
る
交
通
法
規
等
を
学
ぶ

機
会
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
律
で
定
め
ら

れ
た
取
得
可
能
な
年
齢
に
達
し
た
者
に
あ
っ
て

は
、
本
人
及
び
そ
の
保
護
者
等
の
希
望
に
よ
り

取
得
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
」。

群
馬
県
教
育
委
員
会
は
「
新
し
い
方
針
は
、

保
護
者
等
の
同
意
が
あ
れ
ば
、
学
校
は
生
徒
の

二
輪
車
お
よ
び
四
輪
車
の
免
許
取
得
を
妨
げ
な

い
と
い
う
も
の
で
す
」
と
い
う
。
た
だ
し
、
免

許
取
得
後
の
二
輪
車
お
よ
び
四
輪
車
の
利
用
に

つ
い
て
は
、
各
学
校
が
独
自
に
定
め
た
基
準

に
従
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
二
輪
車
（
原

付
）
の
通
学
利
用
は
、
一
定
の
条
件
を
満
た
せ

ば
可
能
で
あ
る
。
方
針
転
換
前
の
平
成
26
年
の

原
付
免
許
取
得
者
は
74
名
だ
っ
た
が
、
平
成
27

年
は
88
名
、
平
成
28
年
は
92
名
（
11
月
1
日
時

点
）
と
増
加
傾
向
に
あ
る
。
普
通
自
動
車
免
許

に
つ
い
て
も
、
自
動
車
教
習
所
へ
の
入
所
者
数

が
平
成
26
年
の
7
6
8
名
か
ら
平
成
28
年
は

1
2
0
3
名
（
11
月
1
日
時
点
）
と
大
幅
に

増
え
て
い
る
。

原
付
通
学
を
許
可
さ
れ
た
生
徒
へ
の
安
全
運

転
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、
群
馬
県

交
通
安
全
協
会
で
あ
る
。
平
成
28
年
度
は
県
内

の
各
地
区
交
通
安
全
協
会
が
11
校
の
生
徒
33
名

に
対
し
て
二
輪
車
安
全
運
転
講
習
会
を
開
催
し

た
。「
3
な
い
運
動
」
の
終
結
に
よ
っ
て
、
高

校
生
の
原
付
免
許
の
取
得
が
徐
々
に
増
加
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
協
会
で
は

講
習
会
を
担
当
す
る
二
輪
車
安
全
運
転
指
導
員

の
養
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、

一
般
の
ラ
イ
ダ
ー
を
対
象
に
し
た
『
グ
ッ
ド
ラ

イ
ダ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
群
馬
』
へ
の
高
校
生
の

参
加
を
積
極
的
に
推
進
し
て
お
り
、
平
成
29
年

度
は
開
催
数
を
2
回
か
ら
3
回
に
増
や
す
計
画

だ
。
群
馬
県
交
通
安
全
協
会
交
通
安
全
部
長
の

栗
原
博
美
さ
ん
は
「
バ
イ
ク
で
交
通
社
会
の
仲

間
入
り
を
す
る
こ
と
は
、
将
来
、
ク
ル
マ
を
運

転
す
る
時
の
交
通
事
故
防
止
に
も
つ
な
が
る
は

ず
で
す
。
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
実
技
を
含

め
た
安
全
教
育
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

群
馬
県
教
育
委
員
会
で
は
今
年
7
月
、
群
馬
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群馬県の原付通学許可生徒への二輪車安全運転講習会

二輪車安全運転指導
員が発進時の安全確
認の重要性などを伝
える

ブレーキングでは前後それぞれの特性をふまえ安全に停止する
方法を身につける

写真上／バランスでは低速走行の難しさを体験し、そうした
状況での運転操作を習得する
写真下／コーナリングではカーブの限界速度を体験
し、安全な速度でのカーブの曲がり方を習得する

昨年 12 月 21日に埼玉県教育委員会が開催した第 1 回「高校生の
自動二輪車等の交通安全に関する検討委員会」

群馬県
の
場合

「
３
な
い
運
動
」

か
ら
新
た
な

方
針
へ
転
換

栃木県
の
場合

県
全
体
と
し
て

一
律
的
に

禁
止
し
な
い

「禁止」から「乗せて教育」へ
特集

高校生へ
の

二輪車教
育

〈埼玉県二輪車普及安全協会による埼玉県立秩父農工科学高等学校の生徒への原付実技指導〉



意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
県
内

を
9
地
区
に
分
け
、
各
地
区
に
高
等
学
校
交
通

問
題
地
域
連
絡
協
議
会
を
設
置
し
、
長
年
に
わ

た
り
地
区
ご
と
に
独
自
の
交
通
安
全
教
育
も
推

進
し
て
い
る
。
同
協
議
会
は
各
高
校
の
交
通
委

員
の
生
徒
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
生
徒
た

ち
が
主
体
と
な
っ
て
、
各
地
区
で
交
通
安
全
啓

発
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
た
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

等
を
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、
生
徒
た
ち
が
選

定
し
た
交
通
安
全
啓
発
標
語
を
入
れ
た
ポ
ケ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
作
成
し
、
各
学
校
の
最
寄
駅

や
交
差
点
で
配
布
も
し
て
い
る
。
各
高
校
や
生

徒
の
自
主
性
を
尊
重
し
た
活
動
を
行
う
と
い
う

考
え
方
が
、
栃
木
県
の
交
通
安
全
教
育
の
背
景

に
あ
る
よ
う
だ
。

日
本
二
輪
車
普
及
安
全
協
会
（
以
下
、
日
本

二
普
協
）
は
国
内
二
輪
車
メ
ー
カ
ー
4
社
（
ホ

ン
ダ
・
ヤ
マ
ハ
・
ス
ズ
キ
・
カ
ワ
サ
キ
）
を
中

心
に
41
社
／
団
体
の
会
員
で
構
成
さ
れ
、
二
輪

車
が
安
全
で
楽
し
い
モ
ビ
リ
テ
ィ
と
し
て
そ
の

利
用
が
さ
ら
に
拡
が
る
よ
う
、
二
輪
販
売
店
や

関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
・
協
力
を
図
り
な
が

ら
活
動
し
て
い
る
。
日
本
二
普
協
は
通
学
に
二

輪
車
（
原
付
）
を
利
用
す
る
高
校
生
へ
の
安
全

教
育
に
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
地
方
組

織
で
あ
る
県
二
普
協
と
と
も
に
指
導
者
を
養
成

し
、
高
校
生
を
対
象
と
し
た
二
輪
車
安
全
運
転

会
に
よ
る
高
校
生
二
輪
車
安
全
運
転
講
習
会
な

ど
実
技
を
と
も
な
う
安
全
運
転
教
育
を
受
け
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
講
習
会
は
毎
年
5

月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

や
高
校
の
近
隣
に
あ
る
自
動
車
教
習
所
な
ど
で

実
施
さ
れ
、「
3
な
い
運
動
」
が
本
格
化
す
る

以
前
か
ら
継
続
さ
れ
て
い
る
。
平
成
28
年
度
は

30
校
（
私
立
1
校
含
む
）
の
生
徒
7
0
8
名

が
講
習
会
を
受
講
し
た
。

栃
木
県
教
育
委
員
会
は
「
個
々
の
生
徒
の
通

学
事
情
に
合
わ
せ
て
免
許
取
得
を
許
可
し
つ

つ
、
安
全
運
転
教
育
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
考

え
が
あ
り
ま
す
。」
と
い
う
。

ま
た
、
栃
木
県
教
育
委
員
会
で
は
毎
年
4
月

に
公
立
・
私
立
高
校
の
交
通
安
全
担
当
教
員
を

対
象
に
連
絡
会
議
を
開
催
し
、
二
輪
車
や
自
転

車
の
安
全
指
導
や
交
通
マ
ナ
ー
向
上
に
必
要
な

講
習
会
に
協
力
し
て
い
る
。そ
の
一
環
と
し
て
、

「
高
校
生
の
た
め
のSafety Riding ! 

指
導
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
と
い
う
指
導
員
向
け
の
冊
子
を
作

成
。
ブ
レ
ー
キ
ン
グ
、
コ
ー
ナ
リ
ン
グ
、
バ
ラ

ン
ス
な
ど
の
実
技
の
コ
ー
ス
設
定
な
ど
が
詳
し

く
解
説
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
指
導
経
験
が
浅
い

指
導
員
も
使
い
や
す
よ
う
に
シ
ナ
リ
オ
形
式
で

講
習
の
進
め
方
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
前
述

の
秩
父
農
工
科
学
高
等
学
校
で
の
原
付
実
技
指

導
も
、
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
準
じ
た
も
の
だ
。

そ
し
て
、
こ
れ
を
普
及
さ
せ
る
た
め
、
日
本
二

普
協
は
地
域
の
二
輪
車
安
全
運
転
指
導
員
を
対

象
に
し
た
研
修
会
を
各
地
で
開
催
し
て
い
る
。

以
下
、
日
本
二
普
協
の
地
方
組
織
の
１
つ
で
あ

る
茨
城
県
二
普
協
の
取
組
み
を
紹
介
す
る
。

2
月
4
日
、
茨
城
県
二
普
協
の
「
リ
ー
ダ
ー

指
導
員
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
、
二
輪
車
安
全

運
転
指
導
員
11
名
が
会
場
で
あ
る
茨
城
県
交
通

安
全
協
会
（
茨
城
県
水
戸
市
）
に
集
ま
っ
た
。

ま
ず
、
日
本
二
普
協
の
作
田
裕
樹
安
全
普
及

部
長
が
高
校
生
を
取
り
巻
く
交
通
環
境
に
つ
い

て
解
説
。
茨
城
県
は
「
3
な
い
運
動
」
を
推
進

し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
平
成
28
年
度

の
原
付
通
学
許
可
生
徒
数
は
全
国
で
鹿
児
島
県

に
次
い
で
2
番
目
に
多
い
県
で
あ
る
。
作
田
部

長
は
「
茨
城
県
内
の
通
学
許
可
校
の
う
ち
原
付

教
育
を
実
施
し
て
い
な
い
高
校
は
ま
だ
半
数
近

く
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
が
各
地
域
に
戻
っ
て
、

高
校
生
へ
の
安
全
運
転
教
育
を
拡
げ
て
ほ
し

い
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
、
日
本
交
通
安
全
教
育
普
及
協
会
の

松
井
仙
一
主
幹
が
「
高
校
生
の
た
め
のSafety 

Riding ! 

指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
活
用
し
た
高

校
生
へ
の
指
導
方
法
に
つ
い
て
説
明
。「
こ
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
生
徒

が
気
づ
く
こ
と
を
主
体

と
し
た
実
技
指
導
に
特

化
さ
せ
た
内
容
に
な
っ

て
い
ま
す
。
生
徒
一
人
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ひ
と
り
の
技
量
に
配
慮
し
て
、
ア
ド
バ
イ
ス
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
講
習
中
は
安

全
確
認
な
ど
の
基
本
が
で
き
て
い
な
け
れ
ば
、

繰
り
返
し
注
意
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
」
と

強
調
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
二
普
協
は
高
校
か
ら
の

要
請
に
応
じ
て
生
徒
へ
の
原
付
実
技
指
導
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

高
校
の
統
廃
合
や
鉄
道
・
路
線
バ
ス
の
廃
止

な
ど
に
よ
っ
て
、
高
校
生
の
通
学
環
境
が
大
き

く
変
化
し
、「
3
な
い
運
動
」
の
よ
う
に
二
輪

車
（
原
付
）
の
利
用
を
一
律
的
に
禁
止
す
る
と

い
う
方
針
は
実
態
に
合
わ
な
く
な
っ
て
い
る
。

免
許
取
得
と
二
輪
車
通
学
を
認
め
て
い
る
県
で

は
、
警
察
や
交
通
安
全
協
会
、
県
二
輪
車
普
及

安
全
協
会
な
ど
の
協
力
に
よ
っ
て
生
徒
へ
の
き

め
細
か
い
安
全
教
育
が
実
践
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
生
徒
が
身
に
つ
け
た
安
全
意
識
は
高
校
卒

業
後
に
四
輪
車
を
運
転
す
る
時
に
も
活
か
さ

れ
、
交
通
事
故
防
止
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。
ホ

ン
ダ
を
は
じ
め
と
す
る
二
輪
車
業
界
は
、
通
学

で
二
輪
車
を
利
用
す
る
高
校
生
へ
の
安
全
運
転

教
育
を
引
き
続
き
支
援
し
て
い
く
考
え
だ
。

高等専門学校は、中学校卒業後に入学するこ
とができる 5 年一貫（一部の学科を除く）の教
育機関だ。高校と同様、16 歳に達した 1 年生か
ら二輪免許の取得が可能となる。熊本県合志市
にキャンパスを置く独立行政法人 国立高等専門
学校機構 熊本高等専門学校は免許取得につい
ては制限を設けていないが、通学に二輪車（125cc
以下）を利用できるのは、2 年生以上で一定の
条件を満たした学生と規定している。同校では
全学生の約 3 割が二輪車を通学に利用している
こともあり、二輪車で通学する 2 年生を対象に
年 1 回、近隣にある自動車教習所で安全運転
講習会（座学＋実技）を実施していた。その後、
平成 27 年度より、学生に対する安全運転教育
の機会を増やそうと、Honda による二輪車教育
のノウハウを取り入れることにしたのである。平
成 27 年度は、本田技研工業（株）安全運転普
及本部のインストラクターがキャンパス内で座学
と実技と合わせて4 回の安全運転教育を実施し
た。さらに、年度末には学生指導員 6 名を養成。
平成 28 年度以降、学生指導員が中心となって
交通安全教室を開催できる体制をつくった。

熊本高等専門学校制御情報システム工学科准
教授の西村勇也さんは「原付免許の場合は教習
がありませんから、実技指導はたいへん重要で
す。そこで、実技も含めた学生への安全教育を
自前で継続できるようにしたいと考えました。人
は変わっていきますが、安全運転教育のノウハウ
を学生たちの中に代々受け継いでいくことができ
るでしょう」と話す。

学生指導員の中心的メンバーが松下和輝さん
（4 年生）、涌田椋也さん（4 年生）、髙岡さりさん（3
年生）だ。3 名の学生は Honda の交通安全教
室を受講することで、日常点検や運転する際の
服装、運転中の危険予測の重要性に気づき、実
践するようになった。そして、これらを後輩に伝
えていく考えだ。残念ながら、平成 28 年度は 4
月に発生した熊本地震の影響で予定通りに交通
安全教室が開催できなかった。学生指導員が本
格的に活動するのは来年度からとなる。

松下さんは「冬以外は手袋をしていなかったり、
夏になると半袖、短パンで運転している姿も目
立ちます。ですから、実技を受講する時は長袖、
長ズボン、手袋は軍手で構わないので着用する
ように徹底したいと考えています。服装の重要性
を伝え、基本的なことから学生の安全意識を変
えていくつもりです。そして、私たちの活動を引
き継いでくれる後輩も育てていきたい」という。

●熊本高等専門学校の事例

先輩の学生が後輩に
安全運転を指導する

「禁止」から「乗せて教育」へ
特集

高校生へ
の

二輪車教
育

栃木県の原付通学許可生徒への二輪車安全運転講習会

日本二輪車普及安全
協会が制作した「高
校生のための Safety 
Riding！ 指導マニュア
ル」と、講習会の時
に生徒に配付するリー
フレット

Honda の実技と座学のノウハ
ウを学生指導員が習得して後
輩に安全運転教育を行う

左から熊本高等専門学校制御情報システム工学科准教授
の西村勇也さん、学生指導員の涌田椋也さん、松下和輝
さん、髙岡さりさん

高
校
生
へ
の
実
技
指
導
を

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
て
普
及

二
輪
車
業
界
団
体
の
取
組
み

2 月 4 日に開催された茨城県二輪車普及安全協会の「リーダー指導員研
修会」。主催者を代表して挨拶する同協会の小岩井彰会長

日本二輪車普及安全協会の
作田裕樹安全普及部長

日本交通安全教育普及協会の松井仙一主幹




